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アオケラの就蹄時間の観察

藤井忠志Ｉ

アオゲラPjC“SaLUoんeraは，日本の固有種で，全長約29ｃｍの中型のキツツキである．本穂の生

態を明らかにすることは，日本では減少していると思われるクマゲラＤグツｏｃＯＰｕｓｍａＦｔｍｓなどの

キツツキ類の生態を明らかにし，保護を進めていくうえでも役に立つと考え，本種の生活史の一部で

ある就蹄時間を記録し，日の入り時間や天候との関係を調べた．

調査は1988から1991年にかけて岩手県下閉伊郡岩泉町の山間部に位置する有芸中学校および旧黒沢

分校で行なった．有芸中学校には２羽の雄のアオゲラが，黒沢分校には１羽の雄のアオゲラがねぐら

をとっており，この３羽を対象とした．調査は周年行ない，４月から９月を夏期，１０月から３月を冬

期とし，就贈行動の季節変動の解析を行なった．

ねぐら穴より約20ｍ離れた校舎内および車内から，アオケラの就購時間を分単位で記録し，アオゲ

ラの瀞戒心が強い場合は，ねぐらの天井板にアオゲラから観察者がみえないような小さい穴を開けて

観察した．

アオゲラの就購時間と日の入り時間との関係を明らかにするために，宮古気象台の観測結果を利用

した．実際の調査地の日の入り時間は気象台の観測結果よりも３分早かったため，気象台の観測結果

より３分早い値を調査地の日の入り時間とした‘また，就蹄時間が天候に左右されるかどうかを調べ

るため，調査時の天候を記録した．天候は哨れと曇りを好天，雨と雪を悪天候の２つにわけて記録し

た．

アオゲラの就婚時間は冬期，夏期ともに好天の場合は，日の入り約10分後であった（図１）．それ

に対し，悪天候の場合は，好天の場合と比べて有意に就蹄時間が早く（図１に平方根変換の統計検定

による95％信頼限界の差を示している)，日の入り20分前から日の入り直前にかけて就婚した．また

冬期と夏期のあいだには，好天時にも悪天時にも就崎時間に有意な差はみられなかった（図１）．こ

れらの結果は，アオゲラの就贈時間が日の入り時刻により決まっていることを示している．また，就

蹄時間は天候により変動したが，好天時は運くまで採食しやすいこと，悪天時は羽毛がぬれて体力が

消耗しやすいことを防ぐためではないかと考えられる．

調査地での就婚が頻度高く記録されたのは，１０月から５月にかけてであった．就職があまり記録さ

れなかった時期は，ちょうどアオゲラの繁殖期にあたっており，キツツキ類は繁殖期に雄が夜間在巣

することが知られているので（泉1985)，繁殖のためにねぐらが利用されなくなったものと思われ

た．

アオゲラは人への警戒心が強いにもかかわらず，人工建築物で，人の出入りも多い木造校舎をねぐ

らとして利用していた．このことは，木造校舎が比較的穴がほりやすいこととともに，近年の山林の

伐採とともにアオゲラの生息環境が悪化した結果，好適なねぐらが不足しているためかもしれない．
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Ｆｒｏｍｌ９８８ｔｏｌ９９１，IobservedthGtimethatthreeJapaneseGreenWoodpeckersPicus

aLuoん”αwenttotheirroostatUgeiJuniorHighSchoolinIwatePrefecture・Theroosting

timeofthewoodpeckerswasinfluencedbyweather、Thewoodpeckerstendedtoroost

earｌｉｅｒｔｈａｎｓｕｎｓｅｔｏｎｒａｉｎｙｏｒｓｎｏｗｙdays,ａｎｄｒｏostedlaterthansunsetonotherdays、

１．１－１４０sawaYamada-townSimohei-gun，Ｉｗａｔｅ０２８－１３．

図１．３個体の冬期，夏期，年間における就購時間の平均値と95％信頼限界を天候別に示したもの．

０印は好天時の平均値，０印は悪天候時の平均値，棒は95％信頼限界を示す．
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